




















































Study on Creation of Renewed Relationship in the Local Community: 
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Abstract：
 In this paper, worth of relationship for community development is discussed through theoretical research using 
sociological and political viewpoints and a case study of Local Internship Program. In Hirogawa town Wakayama 
prefecture, university students participate in activities for community development with residents and other actors. The 
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　活動 2 年目となった 2015 年度は、新規メンバ をー加え、10































































 5/17 お花畑オープンイベント運営手伝い（ブースの 1
つを担当）
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【注】
1 　ソーシャル・キャピタルについては、「社会資本」、「社会関係資本」
などという訳語が用いられる場合も多いが、ここでは、原語をカタカナ
表記した表現を用いる。なお、ソーシャル・キャピタル論に関する視点
や批判の整理、及び先行研究をレヴュ しーたものとしては、リン（2008）、
グレイ（2009）、三隅（2013）、稲葉、ほか（2014）など。
2 　三隅（2013:ⅰ）は、この点について、ソーシャル・キャピタルの概念は、
「本家の社会学よりも、むしろ他の学問分野で、それも経済や行政の
実践的な諸問題と関わりが深い領域で盛んに使われる傾向がある」と
指摘する。
3 　日本における密なつながりと、それに基づく自治の形成については、
民俗学者の宮本常一によるフィー ルド・ワ クーの成果が大いに参考にな
る（宮本 1984）。
4 　パットナム（2013）では、「結束型」に「接合型」という訳語が充
てられているが、ここでは、他の文献でも一般的に用いられている「結
束型」という用語に統一することとする。
5 　「内向型」と「外向型」のソーシャル・キャピタルについて、パットナ
ム（2013:9）は、前者を「メンバーの物質的、社会的、あるいは政
治的利益の増進を図ろうとするもの」、後者を「公共財に関心を持つ
もの」を規定する。パットナム自身も指摘するように、この類型と、本
論で焦点化する「橋渡し型」と「結束型」は密接したものであるが、
上記の定義を踏まえれば、「内向型」と「外向型」は目的、「橋渡し型」
と「結束型」は対象に関わる類型と考えることができる。
6 　三隅（2013:83）は、橋渡し型、結束型の類型について、「たいて
いの集団は、何らかの社会的次元で結束し、そして同時に橋渡しを行っ
ている。したがって、そのどちらか一方に社会的ネットワークの形態が
類別されるようなカテゴリー ではない。かといって互いに代替可能なもの
ではない」と指摘する。確かに、三隅の指摘は正鵠を射たものであり、
グローバル化が進展し、情報技術の革新が目覚ましい現代社会におい
ては、特定の組織がいずれか一方のつながりのみに依拠して成立して
いるということは考えにくい。ただし、その強弱やつながりの質には特徴
があると考えられ、橋渡し型と結束型という類型をひとつの指標とするこ
とは意義深いことも確かである。
7 　鶴見（同）によると、伝統は「社会構造の側面（家族の構造、村
落の構造、村と町との関係の構造、都市の構造）」、「精神構造の側
面（宗教、価値観、コスモロジー（宇宙観）など）」、「技術の側面」、
「感情、感覚、情動の側面（音楽、舞踊、その他日常の様々な行為
を通して見ることができるという）」の四側面に分けられるという。
8 　このような考え方は、鶴見（同）が「つららモデル」と呼ぶ柳田の
歴史観にもとづいている。鶴見によれば、柳田は、「近代日本の社会に
「前代というものは垂氷のように、ただところどころにぶら下がっている」」
と述べ、「現代の中に、原始も古代も中世も近世も、併存しているとい
う考え方」を示した。
9 　ここで言う革新性とは、これまで重視されてきた地域の伝統や文化、
考え方を棄却すべきものと捉える見方ではない。鶴見（1999: 32）が、
内発的発展論を「それぞれの地域の生態系に適合し、地域の住民の
生活の基本的必要と地域の文化の伝統に根ざして、地域の住民の協
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力によって、発展の方向と道筋をつくりだしていくという創造的な事業」
と定義付けるように、それらをベースとしながら新たな文化の創造を目
指すことを意図している。
10　地域の活性化について、平成 26 年度津木地区寄合会総会資料で
は、農産物等の生産、加工、販売等を通じて都市との交流を図るとと
もに、就労の確保につなげることが目標として掲げられている。
11　津木地区寄合会総会資料（2014 年度）によると、同寄合会は、
交流会、加工、花、薬草など、合計 10 の部会により構成される。
12　同地区において、他地域の実践事例については、口頭、資料での
情報提供のほか、行政職員等のコーディネ トーによる先進地域の視察
なども行われており、地域外に向けた視点を持つ機会が定期的に確保
されている。
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